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■■  ははじじめめにに  
ペルオキソチタン酸水溶液(PTA水溶液)は、一ノ瀬らに

よって1990年代に発表された水溶液であり、透明で密着
性に優れ、主に酸化チタンコーティング剤の原料として使
われている1)。また、PTA水溶液は可視光照射下において、
有機物を分解するという知見が得られている2)。一般的な
光酸化分解反応を示す光触媒としては酸化チタンが挙げ
られ、紫外光照射下において効果を発揮する。しかし、太
陽光に含まれる紫外光の割合は5%以下であり、室外では
十分な効力を発揮できない場合もある。そこで、可視光照
射下においても効果が見込まれるPTA水溶液に着目し、
本研究では、有機物としてローダミンB(RhB)を用い、可視
光照射による分解挙動を調べた。 

 
■■  活活動動内内容容  
[実験操作] 

2.0×10-5 mol L-1RhB水溶液20mL、PTA溶液を所定量ビ
ーカーに入れて混合し、混合溶液をガラスセルに注いだ。
そのガラスセルをウォーターバス（設定温度26℃）に入れ、
12 cm横から白色光を照射した。15分おきにガラスセルを
水浴から取り出し、紫外可視分光光度計により吸収スペク
トルを測定した。PTA濃度、可視光の有無、反応温度、照
射する光の波長がRhBの分解に及ぼす影響について調
べた。 
[結果及び考察] 
 図1はPTA水溶液量を0.1 mLとし、反応温度24℃で可視
光を照射したときの吸収スペクトル示したものである。RhB
は分解してローダミンを生成することが分かっており、それ
ぞれの物質の極大波長は554 nmと498 nmである3) 。照射
時間が長くなるにつれて極大波長が554 nmから498 nmに
シフトし、ピークの吸光度が減少した。このことから、RhBが
分解したと判断した。PTA水溶液を1.0 mLから0.01 mLと変
化させた際に反応温度24℃で可視光を照射した際、図1と
比べて、PTA濃度が高い方がRｈBの分解が短時間となっ
た。また、可視光がない条件下では、RhBの分解がほとん
ど見られなかった。反応温度を20℃、40℃、80℃として同
様な実験を行ったところ、反応温度が高いほどRhBの分解
が短時間となった。730 nm、590 nm、450 nmの3つの波長
のLED光を照射して同様な実験を行ったところ、730 nmは
RhBの分解はほとんど見られなかったが、590 nmと450 nm
ではRhBの分解が認められ、450 nmの方がRhBの分解が
短時間であった。 

 以上の結果より、可視光と熱によって、RhBの分解が促進
されることが分かる。可視光と熱によって、PTA水溶液に含
まれるペルオキソチタン酸が分解して活性酸素が発生し、
RhBを分解したと考えられるため、現在、電子スピン共鳴装
置(ESR)を用いて、ラジカル発生の確認を行っている。また、
ペルオキソチタン錯体アニオンと色素の正電荷の有無を
調べるために動的光散乱法(DLS)を用いた測定も行う。 
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Fig.1. Absorption spectrum at 1.0 mL of 
aqueous PTA solution
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